






















































































生きものつながる世田谷プランは、「生物多様性基本法」の第 3 条※ 1 で示さ
れる基本原則に従い、同法第 13 条※ 2 の「市町村の区域内における生物の多様
性の保全および持続可能な利用に関する基本的な計画（生物多様性地域戦略）」
として策定するものです。

生きものつながる世田谷プランは、生物多様性国家戦略や東京都の「緑施策
の新展開」を踏まえ、世田谷区基本構想・基本計画を上位計画とし、都市整備
方針や環境基本計画などの関連計画と連携を図るとともに、これらの計画では
言及されていなかった生物多様性の視点を持って、より良い街づくりを戦略的
に進めていくための計画です（図 3-1）。

生物多様性の視点は、自然環境、農業、教育、街づくり、文化など幅広い分
野に関わります。世田谷の課題を生物多様性の視点でとらえ、この生きものつ
ながる世田谷プランを拠り所として、様々な施策を横断的かつ計画的に実施し
ていきます。また、2020 年（平成 32 年）に開催される、東京オリンピック・
パラリンピックを契機として、生物多様性の視点を定着させ、国際都市東京の
一翼を担うにふさわしい形で、当区の発展を目指します。

※ 1　生物多様性基本法 第 3 条　生物の多様性の保全は、健全で恵み豊かな自然の維持が生物の多様性の保全に欠くことの
できないものであることに鑑み、野生生物の種の保存等が図られるとともに、多様な自然環境が地域の自然的社会的
条件に応じて保全されることを旨として行われなければならない。　

※ 2　生物多様性基本法 第 13 条 　都道府県および市町村は、生物多様性国家戦略を基本として、単独でまたは共同して、
当該都道府県または市町村の区域内における生物の多様性の保全および持続可能な利用に関する基本的な計画（以下

「生物多様性地域戦略」という。）を定めるよう努めなければならない。　

1   生きものつながる世田谷プランの役割

図3-1　生物多様性地域戦略と国・都の法律や計画との関係図
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2   対象区域

4   理念

3   対象期間
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5   将来像
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（１）３つの地域ごとの将来イメージ

①みどりの連続性が高い地域「多摩川・国分寺崖線エリア」
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②住宅地の中に中・小規模緑地が点在する地域「住宅地エリア」 
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③市街化が進み比較的みどりが少ない地域「市街地エリア」 
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（２）生きものネットワークのイメージ

①広域的な生きものネットワーク
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②区内の生きものネットワーク
区内の生きものの生息・生育する環境は、骨格的なみどりとみずの軸（国分

寺崖線と多摩川）、みどりとみずの軸（緑道、河川など）、みどりの軸（幹線道
路の街路樹）、みどりの拠点（大規模の公園やまとまりのあるみどり）、まちな
かのみどり（宅地のみどりや中小規模の公園）がつながることで、区内の生き
ものネットワークとなります（図 3-4）。
例えば、鳥類は国分寺崖線の樹林や屋敷林、河川や池の間を、昆虫類は街路

樹や庭木の草花の間を移動し、両生類は水辺の間を、爬虫類は草地の間を移動
しています（図 3-5）。このような生きものの行動を踏まえ、生きものが豊富
な国分寺崖線を起点に、植物や鳥、昆虫が区内に広がっていけるよう、豊かな
自然環境のつながりをつくっていきます。

図3-5　区内の身近な生きものの移動

図3-4　区内の生きものネットワーク

みどりの拠点
大規模の公園やまとまりのあるみどり

まちなかのみどり
宅地のみどりや
中小規模の公園

みどりとみずの軸
緑道、河川

生垣

プランター 屋上緑化
壁面緑化水鉢
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1．生物多様性を「守り、育てる」

2．生物多様性のために「協働する」

3．生物多様性の恵みを「理解し、楽しみ、伝える」

6   9 つの目標
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